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　膀胱炎は日常の診療でよく遭遇する疾患である。
安易に考えられがちな疾患であるが、頻回に反復す
る膀胱炎では基礎疾患の有無を検索することが重要
であり、生活習慣、生活様式などの指導も大切であ
る。
　つい先日、若い女性の膀胱炎症例に遭遇した。
　他の病院の泌尿器科で診察、検査を受けてきたが、
たびたび症状が出るので困っている、クランベリー
ジュースは効果があるのかと聞かれた。
　民間療法の域を脱しないという認識しかなかった
が、即答は避け、もう少し掘り下げて調べてみよう
という気になった。
　Barbosa-Cesnikら1）は、NIHの grantのもと、反
復再発性尿路感染症に対するクランベリージュース
の効果に関する double-blind, randomized, placebo-
controlled trialを行い報告している。1,507人の女性
の登録候補者から、最終的に 157人の Active（クラ
ンベリー）群と 164人の Placebo群で検討している。
college populationから候補者を選んでいるため両群
の平均年齢は 21.2歳である。8オンスの 27%クラ
ンベリージュースを日に 2回飲用した Active群は
Placebo群に対し、6ヶ月という期間において再発
予防効果がみられなかったとしている。
　一方、Wangら2）は計約 1,500人の被験者に実施
された 10件の randomized-controlled trialsをメタ解
析し、クランベリー含有製品の定期的な摂取をした
群での尿路感染症の再発低下を認め、クランベリー
製品の再発予防効果を示唆している。しかし、これ
ら trialはクランベリー含有カプセルであったり、
ジュースであったり、また含有量や実施方法などに
違いがあり、著者は結果を慎重に解釈すべきとも述
べている。
　クランベリーに含まれるプロアントシアニジンが
尿路上皮細胞への細菌付着阻害効果を有するという
in vitro, in vivo研究は報告されており、予防に期待
できるという報告がみられる。
　臨床におけるクランベリーの尿路感染予防効果の
結論はまだ出ていないが、明日の外来で先の患者さ
んに、文献を調べたうえでの答えが出来そうである。
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